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排水量とメタンガスの推移

時間当たりの排水量
メタンガス濃度0.5vol%以上

メタンガス濃度0.5vol%以下

試験坑道１の推移

周回坑道(東)の推移

1.0vol%以上回数=37回

1.0vol%以上回数以後、0回1.0vol%以上回数=3回

1.0vol%以上回数=2回

2月10日

0:05メタンガス濃度1.5vol%超、電源遮断発生

0:30メタン濃度1.0vol%以下に安定 ※排水量と湧水量の違いについて

排水量：地下施設から出てくる総水量をいう。

湧水量：特定の箇所から出ている水量をいう。

2月6日

(水)20:45頃、

試験坑道１にお

けるボーリング

孔より、毎時約

7m3の湧水が発

生し、メタンガ

ス検知器が

1.5vol%超えの

ため350m坑道の

電源遮断発生。

21:00まで

に、作業

員全員退

避完了。

21:45、メ

タンガス

検知器が

1.0vol%以

下に下が

る。

22:00、メ

タンガス検

知器が

0.5vol%以

下に下が

り、電源復

旧。以降、

メタン濃度

上昇による

警報、電源

遮断はな

し。

2月7日、

電源遮断

事象に伴

う関係各

所説明。

2月8日6:00、ボーリング

機械により止水を実施。

湧水量0m3となる。

2月7日(木)8:00頃

から、周回坑道

(東)切羽より、新

たに湧水が増加。

メタン濃度の上昇

は認められない。

一時的に排水量が

毎時63m3まで増

加。

2月8日(金)、排

水量が毎時40m3

程度まで減少。

2月8日(金)、新

たなグラウト注

入用のボーリン

グを実施するた

めの止水対策準

備開始。

2月9日(土)よ

り、湧水箇所に

導水管設置なら

びに吹付けコン

クリート実施。
2月10日

(日)14:10、

ボーリング孔よ

りグラウト注入

開始。

2月11日(月)、

10日(日)の排水

量は日平均毎時

30m3強となった

(グラウト継

続)。

2月14日(木)、

排水量が日平均

毎時20m3程度ま

で低減(グラウ

ト継続)。


